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データから見た業界の動き（平成19年12月分）
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ト
ピ
ッ
ク
ス

■
2
0
0
7
年
、組
合
へ
影

響
を
及
ぼ
し
た
1
番
の
出

来
事
と
そ
の
影
響

　
補
足
と
し
て
行
な
っ
た
調
査

結
果
か
ら
、
以
下
の
回
答
が
得

ら
れ
た
。

　
製
造
業
で
は
、
原
油
高
騰
と

の
回
答
が
一
番
多
か
っ
た
。
原

油
高
騰
に
よ
り
仕
入
価
格
が
上

昇
し
た
が
、他
社
や
海
外（
特
に

中
国
）と
の
競
争
も
激
し
く
な
り
、

価
格
へ
の
転
嫁
は
難
し
く
収
益

を
圧
迫
し
て
い
る
、
と
の
影
響

が
出
て
い
る
。

　
非
製
造
業
で
も
原
油
高
騰
を

１
番
の
出
来
事
と
し
て
挙
げ
る

組
合
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
に

加
え
、
建
設
業
界
を
中
心
に
建

築
基
準
法
改
正
を
挙
げ
る
組
合

も
多
か
っ
た
。
６
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
建
築
基
準
法
に
よ
り
、

建
築
着
工
件
数
が
減
少
し
、
売

上
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
、
と

の
影
響
が
出
て
い
る
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
新

規
大
口
先
が
貢
献
し
、
売
上

は
前
年
同
月
比
1
0
8
・
6
％
。

し
か
し
既
存
先
で
は
若
干
の

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ギ
フ
ト
、
お
せ
ち
は
前

年
並
。産
直
、メ
ー
ル
受
注
は

伸
び
た
が
、
大
型
店
向
け
は

不
振
だ
っ
た
。

　（
洋
菓
子
製
造
）／
新
製
品
の

導
入
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、販
売

チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大
か
ら
、
自

社
ブ
ラ
ン
ド
、
輸
出
と
も
好

調
で
、
売
上
は
前
年
同
月
比

1
0
4
％
と
な
っ
た
。し
か
し
、

原
材
料
の
値
上
が
り
分
を
販

売
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
、
採

算
は
厳
し
い
。

　（
ワ
イ
ン
製
造
）／
全
体
の
景

気
が
高
ま
ら
な
い
と
見
通
し

が
暗
い
。
し
か
し
試
飲
商
談

会
等
実
施
し
て
、
消
費
拡
大

の
方
策
を
作
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

●
繊
維
製
品
製
造（
ニ
ッ
ト
）／

秋
は
気
温
が
高
か
っ
た
た
め
、

秋
冬
物
の
販
売
が
不
振
だ
っ

た
。
11
月
の
販
売
は
上
向
く

も
の
の
、
12
月
の
販
売
は
か

な
り
落
ち
込
ん
だ
。た
だ
し
、

高
級
品
の
セ
ー
ル
は
伸
び
て

い
る
。

●
木
製
品
製
造
／
素
材
の
出
荷

量
は
前
月
比
50
％
以
上
増
え

て
い
る
が
、
価
格
は
横
ば
い

で
あ
る
。製
材
品
は
価
格
・
出

荷
量
と
も
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
。

●
紙
加
工
品
製
造
／
原
材
料
の

高
騰
分
を
製
品
価
格
に

1
0
0
%
転
嫁
で
き
な
い
。

●
窯
業
／
売
上
高
は
増
加
し
た

が
特
採
料
金
に
変
化
が
な
い

の
で
、
収
益
状
況
は
改
善
さ

れ
ず
悪
化
し
て
い
る
。

●
金
属
製
品
製
造
／
07
年
よ
り

08
年
の
方
が
少
し
好
転
す
る

と
思
わ
れ
る
が
、
特
徴
の
あ

る
会
社
に
限
定
さ
れ
る
。

■
非
製
造
業

●
衣
料
品
卸
売
業
／
物
価
の
値

上
げ
、
原
油
高
に
よ
る
ガ
ソ

リ
ン
灯
油
の
大
幅
値
上
げ
等

が
、
消
費
意
欲
を
抑
え
て
い

る
様
子
。

●
飲
食
小
売（
青
果
）／
年
始
よ

り
ス
ー
パ
ー
が
営
業
す
る
た

め
か
、
年
末
特
有
の
価
格
上

昇
が
あ
ま
り
無
く
、
販
売
も

伸
び
な
か
っ
た
。

　（
食
肉
）／
偽
装
表
示
問
題
の

影
響
に
よ
る
仕
入
れ
・
経
費

の
高
騰
を
こ
の
時
期
に
売
価

へ
転
嫁
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

売
上
は
昨
年
を
上
回
っ
た
。

●
電
気
製
品
小
売
／
12
月
は
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
中
心
に
順

調
に
推
移
し
た
。
量
販
店
の

小
売
価
格
が
チ
ラ
シ
上
で
は

判
断
出
来
な
い
価
格
表
示
に

な
り
、
メ
ー
カ
ー
を
抱
き
込

ん
だ
価
格
競
争
の
域
に
入
っ

て
き
た
。

●
石
油
小
売
／
中
東
原
油
が
90

ド
ル
台
に
高
騰
し
た
た
め
、

原
油
価
格
上
昇
に
伴
う
調
達

コ
ス
ト
上
昇
分
、
更
に
円
高

ド
ル
安
に
よ
り
、
元
売
り
各

社
は
仕
切
価
格
を
6
〜
7
円

の
大
幅
な
値
上
げ
を
行
っ
た

た
め
、
各
G
S
は
6
円
程
度

の
値
上
げ
と
な
っ
た
。

●
商
店
街（
甲
府
市
内
）／
石
油

高
騰
に
よ
り
仕
入
価
格
が
上

昇
し
、利
益
が
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
消
費
者
の
購
買
力
も

低
下
し
て
い
る
。

●
宿
泊
／
07
年
の
売
上
増
加
は

風
林
火
山
等
の
影
響
も
あ
り
、

来
訪
者
が
増
加
し
た
こ
と
も

理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

●
建
設
／
工
事
物
件
の
減
少
か

ら
市
場
競
争
が
激
化
と
受
注

単
価
の
下
落
を
招
き
、
利
益

な
き
工
場
操
業
と
な
っ
て
い

る
。

●
運
送（
バ
ス
）／
不
景
気
に
よ

る
貸
切
バ
ス
の
需
要
減
、
規

制
緩
和
に
よ
る
供
給
過
剰
、

競
争
激
化
に
よ
る
価
格
の
低

下
、
石
油
の
価
格
上
昇
な
ど

マ
イ
ナ
ス
状
況
ば
か
り
の
状

態
。

　（
ト
ラ
ッ
ク
）／
規
制
緩
和
の

様
々
な
変
化
に
よ
り
、
設
備

投
資
ど
こ
ろ
か
会
社
経
営
の

悪
化
を
い
か
に
防
ぐ
か
が
課

題
。

　製造業におけるDI値は、売上高は－330（前0（
月比－25）、収益状況は－45（前月比比－
10）、景況感は－55（前月比－20）と）と
全ての項目において悪化した。
　非製造業におけるDI値は、売上
高は－27（前月比－7）、景況感は
－40（前月比ー3）と悪化したものの、
収益状況は－33（前月比＋7）と改
善した。　全体的に見ると、売上高
は－28（前月比－14）、景況感は－－
46（前月比－10）と悪化したものの、収益状況は－の、収益状況は－3838－－ （前月比（前月比8（8（
±0）と横ばいだった。 
　各業界関係者のコメントの中には、『原油高騰や長期の景気低
迷により、景況感が悪化している』と回答する企業が多かった。
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解
体
業
で
は
な
い
。

　『
部
品
の
再
生
製
造
』業
で
あ
る
。

　
今
は
リ
サ
イ
ク
ル
時
代
。
世
の
中
は
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。そ
ん
な
中
、こ
の
循
環
型
社
会
を
目
標
と
し
て
05
年

7
月
に
設
立
さ
れ
た
企
業
が
あ
る
。
そ
れ
が
県
内
最
大
規
模
の
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
持
つ「
日
本
カ
ー
ビ
ル
ト
株
式
会
社
」だ
。

今
回
は
、こ
の
会
社
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

設
立
の
目
的

　
今
ま
で
の
県
内
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
業
は
県
外
事
業
者
の
参

入
に
よ
り
、使
用
済
み
自
動
車（
以
下
、廃
車
）の
一
部
は
県
外
に
持

ち
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
県
内
資
源
（
廃
車
）
の
流
出
を
意
味
す

る
だ
け
で
な
く
、廃
車
の
輸
送
に
よ
る
C
O
2

増
大
と
い
う
事
態
も

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
県
内
資
源
は
県
内
で
処
理
す
る
べ
き
で
あ

り
、そ
の
結
果
が
C
O
2

削
減
と
な
る
。そ
の
考
え
の
下
、敷
地
面
積

1
0,
0
0
0
㎡
、県
内
最
大
規
模
を
誇
る
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工

場
を
持
つ「
日
本
カ
ー
ビ
ル
ト
株
式
会
社
」を
設
立
し
た
。

工
場
の
特
徴

　
一
番
の
特
徴
は
、や
は
り
県
下
最
大
規
模
の
敷
地
面
積
で
あ
る
。

工
場
の
処
理
能
力
は
月
に
約
1,
0
0
0
台
と
、県
下
で
は
最
大
級

の
処
理
能
力
を
保
持
し
て
い
る
。こ
の
広
さ
に
よ
り
、県
内
資
源
の

県
内
処
理（
地
産
地
消
）を
可
能
と
し
た
。

　
ま
た
「
日
本
カ
ー
ビ
ル
ト
株
式
会
社
」
は
、
自
動
車
の
1
0
0
％

リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、な
る
べ
く
セ
ル
方
式

（
一
人
が
一
台
の
解
体
を
手
作

業
で
担
当
）の
採
用
に
努
め
て

い
る
。
ラ
イ
ン
方
式
（
解
体
機

械
に
よ
る
作
業
）の
方
が
効
率

性
は
優
れ
て
い
る
が
、リ
サ
イ

ク
ル
と
い
う
面
で
は
、作
業
が

ど
う
し
て
も
粗
く
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
。こ
の
リ
サ
イ
ク
ル

意
識
は
、『
私
た
ち
は
解
体
業

で
は
な
い
。部
品
の
再
生
製
造

業
だ
』と
い
う
社
員
一
同
の
意

識
の
表
れ
と
い
え
る
。

今
後
、目
指
し
て
い
く
こ
と

　
一
番
は「
C
O
2

削
減
」と
の
こ
と
。そ
の
た
め
に
、県
内
資
源
は

県
内
で
処
理
す
る
と
い
う「
地
産
地
消
」実
現
を
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、も
う
一
つ
は「
完
全
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
」。持
ち
込
ま
れ
た

自
動
車
を
1
0
0
％「
再
生
部
品
」と
し
て
販
売
出
来
る
よ
う
こ
れ

か
ら
も
努
力
し
て
い
く
、と
の
こ
と
だ
っ
た
。


